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平成20年　度　を　振　り　返　っ　て

平成21年度が始まりました。今回は、

平成20年度を振り返ってみたいと思いま

す。

発掘調査

発掘調査は、9遺跡11地点の調査を行い

ました。

5月には島田台の東山久保遺跡C地点、

村上の村上第1塚群の確認調査を行いまし

た。また、同時期に島田台〔平戸〕で道地

遺跡e地点の本調査が行われ、古墳時代後

期（約1，400年前）の古墳（平戸台8号墳）

が発掘されました。古墳から発見された石

棺の中から、人骨6体分と鉄刀などが出土

しました。

6月には勝田の新東原遺跡i地点の確認

調査を行い縄文時代の落とし穴が見つかり、

本調査までを行いました。

7月には、5月に確認調査を行った村上

第1塚群の本調査を行ないました。塚は現

状では消滅していましたが、縄文時代早期

（約9，000年前）の竪穴住居跡が見つかり、

八千代市内で最古の竪穴住居となりました。

また、村上での調査と並行しながら萱田町

では、川崎山遺跡0地点の確認調査を行な

いました。

8月からは、小池地区で作山遺跡d地点

の確認調査を行いました。最近の八千代市

では珍しい、25，000汀Hこおよぶ大規模な確

認調査で12月の上旬までかかりました。調

査の結果として弥生時代～平安時代の竪穴

住居跡が17軒見つかりました。

作山遺跡d地点の確認調査を行っていた

9月には麦丸でも麦丸宮前上遺跡の確認調

査が行われ、奈良・平安時代の竪穴住居跡

が4軒見つかり、9月下旬から10月にかけ

て、この4軒の本調査も行ないました。

また、10月後半～12月上旬には、作山遺

跡e地点（d地点の隣）の確認調査を行い

近世の塚3基を見つけました。

12月には、作山遺跡f地点（やはりd地

点の隣）の確認調査，米本の阿蘇中学校東

側b地点の確認調査を行ないました。

年が明け、1月／、2月にかけて、桑新で桑

納前畑遺跡の確認調査を行いました。縄文

時代の竪穴住居跡4軒、奈良・平安時代の

据立柱建物跡2棟、中世の溝跡などが見つ

かり、3月にはその一部の本調査を実施し

ました。

要理作業

8月から「八千代市少年自然の家」増築

に伴って調査したおおびた遺跡b地点の整

理作業が始まり、3月に報告書として刊行

しました。

また、9月以降に整理作業が多く行われ

るようになります。先ず、20年3月に調査

した萱田の白幡前遺跡C地点、5月～8月

に実施した道地遺跡e地点などを順次整理

しました。

10月には川崎山遺跡f地点の報告書が刊

行され、更に、19年度に匡・県の補助金を
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受けて確認調査をした9遺跡の報告書を刊

行しました。

3月には白幡前遺跡C地点、適地遺跡e地

点の報告書を刊行しました。

普及啓発、その他の事業

普及啓発事業として、7月に道地遺跡e

地点の現地説明会を行いました。地元の

方々中心に、約60人がおみえになり盛況で

した。

八千代市に収蔵されている資料の貸し出

としては、八街市の郷土資料館の9月～12

月にかけての企画展「弥生靂績」開催にあ

たり、井戸向遺跡の弥生土器や、彙羅遺跡

の航空写真が貸し出されました。

9月～10月には千葉県教育委員会等の主

催で行なっている巡回展「房総発掘物語」

が八千代市立郷土博物館でも開催され、そ

の際に八千代市浅間内遺跡出土の弥生土器

等も展示されました。浅間内遺跡出土の土

器は、現在も博物館に展示していますので、

お越しの際は、是非、ご覧下さい

平成21年1月には教育委員会lFに展示

している出土遣物の内容の変更をしました。

これまで八千代市内で出土した鉄製品につ

いては重要なものについて錆を押さえるた

めの保存処理を行ってきました。今回は、

それらの成果の一部を　りし千代市出土の鉄

製品」として展示しました。こちらも、現

在、展示していますので、合わせてお立ち

寄りいただければと思います。

3月には八千代市のホームページに「埋や

ちよ」が1号から掲載されるようになりま

した。r八千代市の文化財」で検索してみて

ください。

その他、年度後半には、平戸台8号墳（道

地遺跡e地点）から出土した鉄鉱（やじり）

の保存処理を行いました。

また、これまで行なってきた炭化材の樹

種同定と保存処塵についても報告書として

まとめ，3月に刊行しました。

終わりに

以上、駆け足ではあ・りますが、平成20年

度を振り返ってみました。20年度も、野外

調査が多く、整理作業に苦労した1年でし

た。啓発事業が幾分手薄になってしまった

かなと反省もしています。

相変わらず、開発に伴う緊急調査が多い

現状に変わりはありませんが、21年度は、

発掘繭査は当然のことながら、整理作業・

普及啓発事業にもより積極的に取り組んで

いきたいと思います。　　（宮澤）
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